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•
ッ
ル
ラ
ス
.の
理
論
經
濟
學
上
に
於
け
る
功
續
は
、
.之
を
大
別
し
て
、
ニ
と
す
る
こ
と
於
出
來
る
。1

は
メ
ン
ガ
ア
、
ジ
工 

デ

\
ズ
と
並
ん
で
限
垛
利
用
學
說
を
劍
唱
し
た
る
こ
と
.、
他
ば
經
濟
現
.象
の
說
明
に
最
も
正
し
き
意
味
の
數
學
的
方
法
を
導
入
し
た
る

こ
と
で
办
る 

O

Vぐ

,
，
..
':

'
'

'
.

.
:
:
前
考
に
於
け
る
菌
的
價
値
の
.吟
味
は
姑
く
措
き
、:.
.
.茲
.に
謂
ふ
最
も
芷
1>
-
.

き
意
味M

於
け
；る
#

^
的
方
法
と
は
何
か
。
：其
は
、

一
言 

に
し
.て
蔽
ベ
ば
、v

經
濟
現
象
間
に
存
す
る
！

nutueHe d
g
p
e
n
d
a
n
c
e

の
認
識
で
あ
る
o
從
.つ
.て
単
な
る
現
.象
の
數
量
化
蒞
し
く
は
數
學 

的
：記
號
の
.使
用
は
、.と
の
意
味
に
：於
げ
.る
數
學
的
方
法
で
は
な
い
o

«
來
、
：經
濟
學
硏
.究
：に
數
學
的
ガ
法
.を
使
用
す
る
冬
の
を
總
稱
し 

て
數
理
學
派
と
呼
ん
で
居
る
が
、
' 此
は
言
葉
0
嚴
密
性
を
欠
ぐ
も
の
で
あ
る
.
0數
S
を
使
用
す
る
と
謂
ふ
事
實
だ
け
で
は
、
何
等
方
法 

,論
土
，0
本
質
的
意
義
が
な
い
0
即
ち
便
宜
手
段
と
し
：て
の
數
學
，の
使
用
は
迦
論
經
濟
學
上
の
根
本
問
題
に
は
な
.ら
ぬ
0
正
し
き
意
味
の 

數
迦
.經
濟
學
と
は
、
經
濟
現
象
、の
函
數
的
理
解
，
數
學
的
論
理
.の
使

_

を

蒽

味

す

る

;̂
:
の
で
.あ
：.る
。

:

、
然

ら

ばV
'斯
る
画
數
的
理
解
と
は
何
か
。
單
純
因
梁
關
係
に
ょ
る
現
象
0
理
.解
は
、
'因
子
の
霞
子
論
的
游
離
と
其
：の
靜
止
的
反
復
を 

•前
提
ど
す
る
。
然
る
に
®/
i

g過
楹
に
在
り
、，
旦
つ
、
.全
«.
-
的
，連
^
の
も
と
.に
於
け
る
断
會
的
因
书
は
、
以
.

4

の
如
き
單
純
な
る
g

m生 

•，
紺

粹

經

濟

敬

要

餘

 

k

一

2

-
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馨

轉

 

を

一
i

g

d

審

f

擎

.

.る
。.
：而
し
て.
、
塵

よ
4

展
へ
、_

丨

|

へ
の
I

眷

J X
W

係

數

I

つ

て

、
.其
ば
I

る
'變
敦
生
成
發
I

l

f

の
函
數
I

ひ
て
I

す
f

の
に
外
な
ら

進
行
i

.
は
、
I

I

.
於

け

雇

行

#

法
を
鐘
に
由
り

f

:

し
t

c
變
f

.は
微
分 

係
數
d

d
宗
す
生
成
の
原

f

荷

金

値

Q

?

s
て
着
か
ら
れ
る
の
で
t

r

"

:
 

;

.

相
關
關
係
に
於
け
る
，理
解
は
、
'
:
s

o

形
式
と
し
て
、I

現

翁
 

こ
の
案
か
I

へ
ば
、
放

棄

I

此

裏

は

、.

I

I

!

1

1

る

む

先

行
“

5

j r
i

 

p

f

の.
I

は
依
然
と
しi

分
槪
f

し
.

て
の
因
子i

す
：るP

即
ち
此
場
合
、
|

現
象
と
し
て
の

製社裏象
の盡的發

f

そ

の

ま

1

解

す

る

f

は

な

く

て

、

靈

繼

に

於

け

る

.

一

點

の

科
f

 

S

I

の
I

I

る
I

的
I

で
ぁ
つ
て
、
こ_

衡
|

體
的
關
係
に
於
け
る
ー
學
若
し 

變
近
に
よ
つ
てS

他
の
平
衡
へ
移
動
す
る.。
效
に
社
會
現
象
の
發M

過

程

、

に

於

け

る

着

が

ぁ

る

。

れ
に
謂
へ
ば
、此平衡理論は、ク
ゥルノォ、デュプ
ュ

ィ
等
の
部
分
平
衡
論
よ
り
ヮ

k

え
ス
、
パ
レK

ト
オ
の
，一

笮

ノ
ォ
が
制
腿
せ
ら
れ
た
意
味
に
於
け
る
數
麗
濟
學
の
建
設

.

者
た
る
こ
と
は
異
論
が
な
い
。
彼
れ
は
、

と
S

S

も
：夷

：相f

 

I

f

l

論
I

羅

馨

し

I

。

f

 

I

は
部
分
孽
I

I

を
出
で
ぬ
。

一
般
的
な
平
衡
理
論
の
霸
は
ワ
ル
ラ
ス
、
。ハ
レ

H

ト
オ
に
I

ね
ば
な
ら
ぬ
の
でI

。

^

ヮ
ル
ラ
ス
が
ク
ゥ
.ル
，ノ
オ
ょ
り
，受
け
た
遺
產
は
、
彼
れ
自
ら
言
明
す
る
'通
り
.、
函
數
計
算
の
，使
用
原
理
で
あ
る(
手
塚
敎
.授
譯
、
木
文
五 

K
、.

原
著
一
九
〇
〇
年
版
序
文
八
貞)

o

.
:

,

.ヮ
ル
：ラ
ス
：に
侬
で
創
め
て
売
成
さ
れ
た
一
.
.般
平
衡
理
論
は
最̂

正
.し
き
意
味
の
.
.數
理
經
濟
學
巧
あ
る
タ
こ
，の
故
に
、
.彼
れ
は
所
謂
ロ 

オ
ザ
ン
ヌ
擧
派
を
建
設
す
る
で
と
が
出.來
た
。

■

而
し
.て
こ
.の
：意
味
に
於
け
る
ヮ
ル
ラ
ス
：の
：主
著
は
蘇
に
：紹
介
す
る

「

純
粹
經
濟
學
要
論
し 

で
あ
る
。

： 

'

.，ヮ
ル
ラ
ス
經
罾_
の
體
系
は
三
部
に
大
別
さ
れ
る
。
第
一
部
は

.こ
i
'に
謂
ふ
純
粹
經
濟
學
、
，

■第
！
一
部
は
應
用
經
濟
學

——

社
#
的
富 

の
坐
產
に
關
す
る
理
論
、
第

|1:爇

は
社
#
經
濟
學
！

社#
的
富
の
分
配
に
關
す
る
理
論
で
あ
る
。
而
し
て
斯
る
ー
一
一
，部
作
中
最
も
主
要 

な
る部

！：

が
第1

部
で
あ
る
：こ
と.は
異
論
少
逢-

V

こ
：ろ
で
あ
ら
ぅo
'こ
の
ー
部
を
補
ふ
文
献
と
し
て

：
T
h
$
r
i
e

 m
a
l
m
a
t
i
q
u
e

 

de 

Friche

甘e S
R
i
a
l
e

.?
10 0
-2
.ハ
早
;|
(
三
代
治
玫
驛.レ
.オ
ン
•
ヮ
.
ル
ラ
ア
ス
純
粹
經
濟
學
.入
門)

が
あ
へ
る
こ
と
も
注
意
を
，要
す
る
。

•
「

純
粹
經
濟
學
，要
論」

に
.は
一1

個
の
重
要
な
ド
る
理
論
的
內
容i

ら
れ
て
あ
る
o

一
 

は
ラ
ル 

ー̂

手
塚
敎
授
.の
譯
語
に
從
.へ
ば
稀
少
性) 

の
.理
念
を
以
て
す
る
限
界
利
用
說
と
他
は
一
般
本
衡
論
の
.說
明
.で
あ
る
。
抑
ミ
經
濟
學
上
：に'於
け
る
：價
値
論
は
、
價
値
な
る
現
象
を
生 

產
の
過
程
か
ら
說
明
す
る
か
、
消
費
の
範
圍
か
ら
分
析
す
る
.か
に
依
.て
#

$
異
’つ
た
結
論
が
生
ず
る(

拙
稿「

擅
侦
論
管
見」

本
誌
二
十
五 

卷

一

號
參
照)

。
今
假
に
後
者
を
と
るi

す
れ
ば
'
人
間
.の
.心
理
に
其
根
據
を
求
め
る
こ
：と"は
當
然
で
あ
'つ
.
.て
，
所
謂
心
理
的
經
濟
價
値 

說
な
る
範
疇
が
生
じ
た:0
而
し
て
こ
の
範
_

の
中
、
漠
然
た
る
心
琎
的
評
價
ょ
方
進
ん
で
ノ
之
に
限
界
概
念
を
附
與
ル
、：
限
界
利
用
の 

理
念
を
交
換
價
値
決
宛
の.原
因
と
：し
た
こ.と
は
、
兎
に
角
、
限
界
利
用
說
の•も
つ
學
說
史
上
の
功
績
で
あ
つ•た
o
.ヮ
ル
ラ
ス
の
，
ラ
ル
テ 

論
.は
、
乙
の
意
味
か
ら
謂
つ
セ
、
：
1
侗
の
價
値
論
を
.權
成
し
て
居
る
。

一
般
平
衡
諭
は
ス
ル
ラ
ギ
の
與
へ
た
最
も^
摩
る
功
續
で
あ.る
？
^
:\
で
彼
れ
は
連
續
的
因
果
法
則
を
全
然
棄
：て
セ
了
つ
た
P 

.

1.

切

純
I

濟
學
要
諭 

九

ミ

a

 

u
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'鈍
.粹
.經
濟
學
'要
論 

九

四

c

l

r

K

)
の

學

は

、
相
關
關
係
に
ょ
つ
て
、
同
時
.に
間
題
と
さ
れ
、
同
時
に
決
定
せ
ら
れ
名
。
斯
る
經
濟
現
象Q

相
互
依
存
關
係
の
認
識
が
、
 

事
實
上
、
ロ
オ
ザ
ン
ヌ
學
派
違
.設
の
：由
來
i
fe
つ
た
o
;
'
.
.
し
.. 

.
1

’ 

.

r

述
の
ラ
ル
ー
フ
論
と
此
の

1

般
平
衡
論
と
は
、
勿
論
、
'

兩
立
せ
ぬo
.

論
理
上
の
形
式
か
ら
謂
つ
て
も
、
前
者
は
連
續
的

」

元
的
原
因 

論
で
f

"

後
若
は
.

一

切
因
子
の.
同
時
的
決
定
を
意
味
す
る
か
ら
で
I

O

然
ら
ば
此r

要
論」

に
於
け
る
矛
盾
は
如
何
ぅ
解
決
さ
る
ベ 

き

力

ヮ

；ル.
ラ
ス'
の
直
接
後
繼
者
ハ
レ.
ェ
ト
オ
は
斯
ぅ
謂
つ
て
居
る
^

「

價
値
の
一
個
原
因
が
あ
る
に
違
ひ
な
い
と
の
輿
論
が
極
め 

.

て
®

力
つ
た
爲
め
、
，ヮ
ル
ラ
ス
ざ
え
も
こ
の
點
か
ら
圣
然
脫
却
し
得
な
か
つ
た
と
謂
ふ
こ
と
は
、
充
分
注
意
を
要
す
る
。
却
つ
て
彼
れ 

は
、

ー
定
の
場
合
に
於
け
る
：伞
衡
の
諸
條
件
を
雰
こ
と
に
依
つ
て
、

.

斯
る
價
値
論
の
.誤
謬
を
指
摘
す
る
に
與
て
カ
が
ぁ
つ
た
の
で
あ 

る」 (
p
a
l
:

名l
e
i
4

斧o
n
l
e

 
p
o
l
u
e

 

s
. p. 

2
4
5
0

:.ワ
ル
ラ
ス
が
ラ
ル
テ論
を
左
I

要
視
し
て
居
な
か
つ
た
と
謂 

.ふ

こ

士

は1

八
'

七
四
年
五
.月
ニ
十
三
日
附
ジ.
エ
ブ.
ン
ス
宛
書
簡
に
於
て
も
、
之
，を

窺
ふ
こ
.
と
が
出
來
る
0

即
ち
、
ジェ
デ
ン
ス
が
十 

•二
日
附
書
簡
S

界
利
I

は
旣
に
早
く
自
己
創
唱
に
か
4

こ
と
を
申t
送
つ
.た
と
き•
• ■彼
れ
は
、

一往
、
白
分
も
亦
獨
立
にか
、 

る
^
論
に
.至
達
し
た
こ
と
を
述
ベ
然
る
後
、
極
め
て
淡
な
態
度
で
ジ
ェ
ブ

V
ス
の
要
求
す
るU
O
H
Sを
認
め
て
居
免
名
を
泛
，
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Walras 

及
び
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1
8
S
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..參
If
f
つ
。

,
ノ
レ
？

ォ
以
下
ロ
丨
ザン
ヌ
學
派
に
屬
す
る<
々
は
1皆
こ
.の
韦
衡
論
を
鑛
充
し
：た
0
と
.の
學
派
的
發
展
が
、

「

要
論」

の
靈
要
點
を 

最
も
ょ
く
指
示
し
て
居
る
。
今
日
の
嚴

f

i

味
欠
於
け:^
證

經
f

派
は
：ロ
ォ
ザ
ン
ヌ
擧
派
の
別
名
i

つ
て
i

い
。
.モ
レ 

H

が
數
理
舞
學
者
に
對
立
す
る
豪
に
於
て
文
字
的
經
濟
學
翁

(Les u
t

e
s

 

Htteraires〕

と
謂
ふ
名
辭
を
用
ひ
てf

の 

も
單
な
る
比
喩
以
上
の
論
理
的
重
要
性
を

U

で

看

。
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參
照)

a

以
上
の
意
味
に
於
て
、
ワ
ル
ラ
ス
の「

.純
释
經
濟
學
要
論」

は
當
然
邦
譯
さ
る
べ
き
一
文
献
で
あ
っ
た
。
手
塚
教
授
の
努
力
は
、
此
方 

面
に
於
け
る
吾
が
现
論
經
濟
學
の
發
展
を
刺
戟
す
る
こ
と
極
め
て
大
で
ぁ
ら
ぅ
。
因
に
、
私
は
曾
て
ロ
オ
ザ
ン
ヌ
學
派
に
關
す
る一

一
拙

論
文
を
本
誌
に
寄
せ
た
こ
と
が
あ
る(「

口
オ
ザ
ン
ヌ
學
派
創
設
者
レ

オ

ン

•
ワ
ル
ラ
ス 

—

ー±

ー
卷
十
號)

。
本
書
理
解
の
一
'助
と
も
な
ら
う
か
。

一
十一

卷
士
ー
號
。「

價
俯
論
と
平
衡
論」

(
一

九
三
三
•
七•

1

八
稿)

純
梓I

濟
學
要
論

九

五

a
i

ニ
九)


